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開催期日：平成２４年１０月９日（火），１０日（水） 

会場：国立大学法人 豊橋技術科学大学 （愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１） 
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主催：国立大学法人 豊橋技術科学大学 ウェーブレット解析・応用研究会 

 

協賛：計測自動制御学会中部支部，日本機械学会東海支部 

 

 

 

 

 

 

 



 

第五回 ウェーブレット変換およびその応用に関するワークショップ  

タイムテーブル 
 

10 月 9 日（火） 

   12:00  受付開始 

 13:20 開会の辞 章 忠（豊橋技術科学大学 ウェーブレット解析・応用研究会） 

 

 

 

 

 

13:30 招待講演  

１． 脳波のモルフォロジカル・ウェーブレット解析 

 講師： 井上 勝裕 氏（九州工業大学） 

２． ウェーブレット変換に基づく電子透かし 

 講師： 皆本 晃弥 氏 (佐賀大学） 
 15:35 休憩 

 

 

15:45 一般講演 S1 講演数：４件 

 17:40 懇親会  豊橋技術科学大学内 ひばりラウンジ 

 

10 月 10 日（水） 

 08:30 開場 

 

 

09:00 一般講演 S2 講演数：３件 

 10:15 休憩 

 

 

10:25 一般講演 S3 講演数：３件 

 11:40 閉会の辞 戸田 浩（豊橋技術科学大学） 

  

 

 

 

 

 

 

   

※ 招待講演は各１時間（質疑応答を含む） 

※ 一般講演は各２５分（発表１５分，質疑１０分）



 

第四回ウェーブレット変換およびその応用に関するワークショップ  

プログラム 

 

10 月 9 日（火） 招待講演・一般講演 

  

開会の辞  章 忠（豊橋技術科学大学 ウェーブレット解析・応用研究会） 

  

招待講演   

  

13:30-14:30 １．脳波のモルフォロジカル・ウェーブレット解析 

IL1 講師： 井上 勝裕 氏（九州工業大学） 

 ここでは，ウェーブレット変換手法の非線形バージョンとも考えることができ

るマセマティカル・モルフォロジカル・フィルタを紹介するとともに，我々が提

案する多重解像度解析手法に対応する局所パタンスペクトル解析手法や，モルフ

ォロジカルフィルタの構造要素を自動決定し信号解析に適用して特徴抽出を行う

手法等について説明する．また，これらの手法を終夜睡眠脳波の解析や BCI (Brain 

Computer Interface)における誘発電位からの特徴抽出に応用した事例を紹介す

る． 

14:35-15:35 ２．ウェーブレット変換に基づく電子透かし 

IL2 講師： 皆本 晃弥 氏 (佐賀大学） 

 電子透かし法とは，紙幣の透かしのようにデジタルコンテンツへ第三者に分か

らない情報（透かし）を埋め込み，それを基に著作権を保護するための技術であ

る．既存の電子透かし法の多くは，画像編集されても透かしが残るよう，離散コ

サイン変換やウェーブレット変換などを用いて周波数成分，特に低周波成分に透

かしを埋め込む．しかしながら，低周波成分に埋め込むと透かし入り画像の画質

は著しく劣化する．そのような状況の中，我々は区間演算とウェーブレット変換

を組み合わせて高周波成分に低周波成分を付加し，高周波成分に透かしを埋め込

んでも，画質を保ち，かつ画像編集も耐性のある電子透かし法を開発してきた．

本講演では，今まで開発してきたデジタル画像の電子透かし法とこれを音声信号

へ適用する方法について述べ，実験結果によりこれらの有効性を示す． 

15:35-15:45 休憩 

  



 

 

  

一般講演 講演スロット１ 

  

15:45-16:10 3 角形ウェーブレットによる画像のマルチスケールキーポイント解析 

S1-1 藤ノ木健介（大島商船高等専門学校，広島市立大学） 石光俊介（広島市立大学） 

 本稿では画像の局所的特徴を表すキーポイントついて，ウェーブレット変換の多重

解像度解析を利用したスケール情報を含むマルチスケールキーポイントの検出方法を

述べる．等方性を有する非分離型 2 次元ウェーブレットである 3 角形ウェーブレット

による検出法を紹介し，3角形双直交 Haar ウェーブレットフィルタを用いてマルチス

ケールキーポイントの検出を行う．得られたキーポイントの均一度を従来の分離型 2

次元 Haar ウェーブレット変換を基にした方法と比較する． 

  

16:10-16:35 多重解像度多重ウェーブレット基底による，非断熱過程のシミュレーション 

S1-2 加藤倫仁，清野 尚子，浜田信二，関野秀男（豊橋技術科学大学） 

 化学現象の多くは非断熱遷移によって支配されており，フォトクロミズムや視覚の

基本メカニズムは非断熱遷移を介した光異性化反応である生物過程において重要な役

割を果たす電子移動も非断熱過程である．我々の最終目標は，化学過程の本質に関わ

る非断熱過程を現実系に近い三次元空間での多電子問題で解くことである．本研究で

は，BOMD を用いずに複数の電子状態から核に働く力を計算する手法を採用し，非断熱

過程の解析を試みる．今回は，MRMW 基底を用いた電子状態と核の同時シミュレーショ

ンを行い，原始衝突における物理過程について考察を行った． 

  

16:35-17:00 リフティングウェーブレットによるマルチスケール特徴の抽出とその応用 

S1-3 高野 茂（九州大学） 

 本稿では，リフティングウェーブレットに基づく画像から効率よく局所特徴を抽出

する手法を提案する．リフティング複素ウェーブレット変換を導入し，バンドパス特

性をもつ新しいフィルタの設計手法を構築する．それぞれ異なる特性をもつリフティ

ング複素ウェーブレットフィルタの組は，画像の各分解レベルにおけるマルチスケー

ル特徴を効率よく計算することができる．抽出されたマルチスケール特徴から，画像

のキーポイントの検出，局所特徴の抽出を行う．最後に，提案手法を用いた応用に関

する展望を述べる 

  

17:00-17:25 3 次元複素数離散ウェーブレット変換の方向選択性に関する検討 

S1-4 加藤 毅，章 忠，戸田 浩，今村 孝，三宅哲夫（豊橋技術科学大学） 

 石川康宏（石川医院） 

 近年，X線 CT を用いた 3次元画像や動画像は計測技術の発展から，その用途が拡大

している．それに伴い，多次元画像を解析する手法が必要とされている．複素数離散

ウェーブレット変換(CDWT)は方向選択性を有し，画像中の方向性の解析が可能であり，

形状や模様の解析に適している．しかし，3次元画像に対して CDWT および方向選択性

を設計した例は未だ少ない．そのため，本研究では 3次元 CDWT および，その方向選択

性を得る計算式を設計した． 

  

17:40-19:40 懇親会  ひばりラウンジ（豊橋技術科学大学内） 

講演会会場より，スタッフがご案内いたします． 



 

 

10 月 10 日（水） 一般講演 

  

一般講演 講演スロット２ 

  

09:00-09:25 量子ウォークと wavelet との融合に向けて 

S2-1 濱田信次（理化学研究所），関野秀男（豊橋技術科学大学） 

 量子ウォークとは，離散的局所ユニタリー変換で時間発展させる力学系であり，古

典ランダムウォークの量子版と考えられが，最近，時間依存シュレディンガー方程式

や移流方程式の解法にも応用できることが分かってきた．空間的あるいは時間的に可

変パラメータの量子ウォークを構築することにより，究極的には wavelet との融合が

できる可能性があるが，本稿ではそのうち，速度場が空間に依存する１次元の移流方

程式の解法に関して，興味深い数値実験結果が得られたので，主にこれについて報告

する． 

  

09:25-09:50 スケーリング関数を用いた有限要素法について 

S2-2 福田尚広（筑波大学） 

 微分方程式の数値解法として有名なものに有限要素法 (finite element method, 

FEM) がある．本講演では，有限要素法の基底関数として有効に利用するためにスケー

リング関数を修正する方法について述べる．正規直交スケーリング関数，及び双直交

スケーリング関数を修正の対象とし，特に，双直交スケーリング関数を修正すること

で，補間スケーリング関数を基底関数とする有限要素法を適用できることを示す．ま

た，高階の微分方程式に対する基底関数の構成についても考察する． 

  

09:50-10:15 完全シフト不変・複素数離散ウェーブレット変換から得られる 

連続ウェーブレット係数 

S2-3 戸田 浩，章 忠，今村 孝（豊橋技術科学大学） 

 筆者らは，離散ウェーブレット変換の本質的弱点であるシフト変動を克服するため

に，完全シフト不変・複素数離散ウェーブレット変換を提唱してきた．そして最近，

筆者らはクラシカル・ハーディ・スペースにおける正規直交ウェーブレット基底を用

いて，上記の複素数離散ウェーブレット変換のウェーブレット係数から，時間方向に

連続なウェーブレット係数を得ることに成功したので，これを紹介する．また，この

手法を応用した新しい信号処理の可能性を探る． 

  

10:15-10:25 休憩 

 



 

 

一般講演 講演スロット３ 

  

10:25-10:50 二重ツリー複素数離散ウェーブレット変換と区間演算に基づく 

改ざん検知可能な電子透かし法 

S3-1 大浦龍二，皆本晃弥（佐賀大学大学院） 

 本稿では，二重ツリー複素数離散ウェーブレット変換（DT-CDWT）と区間演算（IA）

に基づく改ざん検知可能な電子透かし法を提案する．提案手法は，以前，我々が提案

した DT-CDWT と IA に基づいた非参照型電子透かし法を改ざん検知できるように改良

したものである，具体的には，原画像の周波数成分に基づいて電子透かしを自動生成

してこれを埋め込む．画像の改ざんの有無を判定する際には，対象とする画像から 2 

種類の透かしを生成し，これらに閾値処理をして改ざんの有無を判定する．本稿では，

電子透かし埋め込みアルゴリズムと改ざん検知アルゴリズムについて述べ，改ざん検

知の実験結果より，本手法の有効性を示す． 

  

10:50-11:15 可変フィルタバンド離散ウェーブレット変換による胎児心電抽出法の検討 

S3-2 大滝 仁，章 忠，戸田 浩，今村 孝，三宅哲夫（豊橋技術科学大学） 

 石川康宏（石川医院） 

 可変フィルタバンド離散ウェーブレット変換(VFB-DWT)は，異常信号の検出方法とし

て提案している手法である．これにより，実信号マザーウェーブレット(RMW)を離散ウ

ェーブレット変換(DWT)に適用可能となり，解析信号 に合わせた信号抽出が可能とな

る．これまでの研究報告では，VFB-DWT が持つ特定周波数帯域に発生するエネルギー

損失問題を，冗長性を持たせた ウェーブレット変換を適用することで改善してきた．

そこで本報告では，信号抽出精度を向上させる方法を提案し，胎児心電抽出に適用す

ることで，その有効性を検討する． 

  

11:15-11:40 単純細胞およびウェーブレット変換を用いた角膜内皮細胞の検出 

S3-3 吉村元秀，山田大二朗（長崎県立大学） 

 本稿では，単純細胞およびウェーブレット変換による視覚情報特徴を用いたブース

ティングによる細胞配列認識手法について報告を行う．提案手法では，単純細胞処理

ならびにウェーブレット変換処理を用いることにより，細胞配列画像から特徴抽出画

像への変換を行い，ブースティングによる学習を経て細胞配列を判定している．本手

法は，従来手法で問題となる複雑な If-then ルールの設定や最適化のための関数設計

などを必要とせず，さらには，多次元の学習データを使用することが可能である． 

  

閉会の辞  戸田 浩（豊橋技術科学大学） 

 



 

＜交通案内＞ 

豊橋鉄道バス  

技科大前－豊橋駅前（所要時間 約２５分） 

豊橋駅前⇒技科大前 技科大前⇒豊橋駅前 

7:15 ⇒ 7:40 11:29 ⇒ 11:54 12:29 ⇒ 12:54 16:59 ⇒ 17:25 

7:30 ⇒ 7:55 11:49 ⇒ 12:14 12:44 ⇒ 13:09 17:14 ⇒ 17:43 

7:50 ⇒ 8:15 12:09 ⇒ 12:34 12:59 ⇒ 13:24 17:29 ⇒ 17:58 

8:02 ⇒ 8:27 12:29 ⇒ 12:54 13:29 ⇒ 13:54 17:44 ⇒ 18:13 

8:16 ⇒ 8:41 12:49 ⇒ 13:14 13:44 ⇒ 14:09 18:02 ⇒ 18:31 

8:36 ⇒ 9:01 13:09 ⇒ 13:34 13:59 ⇒ 14:24 18:14 ⇒ 18:43 

8:56 ⇒ 9:21 13:29 ⇒ 13:54 14:29 ⇒ 14:54 18:33 ⇒ 19:02 

9:09 ⇒ 9:34 13:49 ⇒ 14:14 14:44 ⇒ 15:09 18:49 ⇒ 19:17 

9:29 ⇒ 9:54 14:09 ⇒ 14:34 14:59 ⇒ 15:24 19:05 ⇒ 19:33 

9:49 ⇒ 10:14 14:29 ⇒ 14:54 15:29 ⇒ 15:56 19:24 ⇒ 19:50 

10:09 ⇒ 10:34 14:49 ⇒ 15:14 15:44 ⇒ 16:11 19:44 ⇒ 20:10 

10:29 ⇒ 10:54 15:09 ⇒ 15:34 15:59 ⇒ 16:26 20:13 ⇒ 20:39 

10:49 ⇒ 11:14 15:29 ⇒ 15:54 16:24 ⇒ 16:50 20:33 ⇒ 20:58 
11:09 ⇒ 11:34 15:49 ⇒ 16:14 16:44 ⇒ 17:10 20:52 ⇒ 21:20 

JR 豊橋駅 東海道新幹線 

上り ： 豊橋⇒東京 
 

下り：豊橋⇒名古屋⇒新大阪 

こだま 648 12:02 ⇒ 14:17 
 

ひかり 509 11:59 ⇒ 12:20 ⇒ 13:30 

こだま 650 12:33 ⇒ 14:47 
 

こだま 645 12:16 ⇒ 12:46 ⇒ 13:53 

ひかり 518 12:45 ⇒ 14:10 
 

こだま 647 12:46 ⇒ 13:16     

こだま 652 13:02 ⇒ 15:17 
 

こだま 649 13:16 ⇒ 13:46 ⇒ 14:53 

こだま 654 13:33 ⇒ 15:47 
 

こだま 651 13:46 ⇒ 14:16     

こだま 656 14:02 ⇒ 16:17 
 

ひかり 513 13:59 ⇒ 14:20 ⇒ 15:30 

こだま 658 14:33 ⇒ 16:47 
 

こだま 653 14:16 ⇒ 14:46 ⇒ 15:53 

ひかり 522 14:45 ⇒ 16:10 
 

こだま 655 14:46 ⇒ 15:16     

こだま 660 15:02 ⇒ 17:17 
 

こだま 657 15:16 ⇒ 15:46 ⇒ 16:53 

こだま 662 15:33 ⇒ 17:47 
 

こだま 659 15:46 ⇒ 16:16     

こだま 664 16:02 ⇒ 18:17 
 

ひかり 517 15:59 ⇒ 16:20 ⇒ 17:30 

こだま 666 16:33 ⇒ 18:47 
 

こだま 661 16:16 ⇒ 16:46 ⇒ 17:53 

ひかり 526 16:45 ⇒ 18:10 
 

こだま 663 16:46 ⇒ 17:16     

こだま 668 17:02 ⇒ 19:17 
 

こだま 665 17:16 ⇒ 17:46 ⇒ 18:53 

こだま 670 17:33 ⇒ 19:47 
 

こだま 667 17:46 ⇒ 18:16     

こだま 672 18:02 ⇒ 20:17 
 

ひかり 521 17:59 ⇒ 18:20 ⇒ 19:30 

こだま 674 18:33 ⇒ 20:47 
 

こだま 669 18:16 ⇒ 18:46 ⇒ 19:53 

ひかり 530 18:45 ⇒ 20:10 
 

こだま 671 18:46 ⇒ 19:16     

こだま 676 19:02 ⇒ 21:17 
 

こだま 673 19:16 ⇒ 19:46     

こだま 678 19:33 ⇒ 21:47 
 

こだま 675 19:46 ⇒ 20:16     

こだま 680 20:02 ⇒ 22:17 
 

ひかり 525 19:59 ⇒ 20:19 ⇒ 21:26 

こだま 682 20:33 ⇒ 22:47 
 

こだま 677 20:16 ⇒ 20:46     

ひかり 534 20:45 ⇒ 22:10 
 

こだま 679 20:46 ⇒ 21:16     

こだま 684 21:02 ⇒ 23:17 
 

こだま 681 21:16 ⇒ 21:46     
        

 
こだま 683 21:46 ⇒ 22:16 ⇒ 23:26 

     
こだま 685 22:13 ⇒ 22:38     

     
こだま 687 22:44 ⇒ 23:11     

     
ひかり 535 23:02 ⇒ 23:24     

     
ひかり 537 23:29 ⇒ 23:49     

 

名古屋鉄道 ９時～15 時，毎時１５分に中部国際
空港行き特急電車があります．それ以外の電車で
も金山にて乗換えし，中部国際空港行きに接続で
きます． 

タクシー 東海交通：0532-57-1111， 
豊鉄タクシー：0532-56-5111  



 

＜会場・学内案内＞ 

 

 

                 

ワークショップ会場 
総合研究実験棟  
9F セミナー室 

指定喫煙場所 

※本学内は指定喫煙場所を除き，全学禁煙となっております． 

車寄せ 

タクシーご乗車の際はご利用ください 

懇 親 会 会 場
（食堂・売店） 
 




